
ຒྈਖāāāސ( ～ āāā）１ 41

Ŧ౺ဘはĶ०য়ۇᆫߔငķȤɢɍ

Ķʨɼʂࠞߔࣃငķのəೊ൰ݢ

౺āဘ



− 71−　

第１問ā生物の特徴に関する次の文章ǝを読み㸪下の問い（問１～５）に答えなさい。

Ĭސຒྈਖ 1 ～ 10 ĭ

ǝā地⌫には㸪さまざまな環境があり㸪そこには多✀多様な生物がᏑ在している。生物には㸪多

様性が見られるが㸪生物のからだを構成する細⬊の基本的な構造はඹ通している。細⬊には

遺伝情報をᢸう ア がྵまれている。௚にもエࢿルギーのやりとりに利用される イ や㓝

素など生命活動の中心となってはたらくタンパク㉁などがྵまれている。すべての細⬊は㸪

これらのいろいろな物㉁が㸪 ࢘ によってໟまれた構造をしている。

　細⬊のこのような基本的な構造はඹ通であるが㸪ʀ細⬊内に᰾をもつものと᰾をもたない

ものがみられる。

ʂ真᰾生物の細⬊には㸪それぞれ異なった機⬟を有するさまざまな構造体（細⬊小器官）

が見られる。

問１ā上の文章中の ア ～ ࢘ に入るものとして最も㐺当なものを㸪次の①～ոのうちから一つ

ずつ選びなさい。　ア 1 　イ 2 3 ࢘　

① 細⬊壁 ② 細⬊⭷ ③ アデニン

④ ATP յ アミࣀ㓟 ն デオキシリ࣎᰾㓟

շ ⬡㉁ ո Ⅳ水化物

問２ā下線部ʀに関して細⬊内に᰾をもたない生物として最も㐺当なものを㸪次の①～յのうち

から一つ選びなさい。　 4

① ンジࣗࣔࢿ ② ミカࢷキࣔ ③ オオカナダࣔ

④ ミドリムシ յ シャジクࣔ
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問３ā生物の多様性に関する記述（ａ～ｃ）のうち㸪正しいものをすべてྵむ組合せとして最も

㐺当なものを㸪次の①～շのうちから一つ選びなさい。　 5

ａā地⌫上には㸪名前のつけられている✀が約 1750 ୓✀Ꮡ在する。

ｂā全ての生物は㸪ඹ通の祖先をもつ。

ｃā全ての生物は㸪形㉁を子Ꮮに伝える遺伝のしくみをもっている。

① ａのみ ② ｂのみ ③ ｃのみ ④ ａとｂ յ ａとｃ

ն ｂとｃ շ ａとｂとｃ

問４ā下線部ʂに関して㸪次のａ～ｄについて㸪動物細⬊にのみ見られる場合は①㸪᳜物細⬊に

のみ見られる場合は②㸪動物細⬊と᳜物細⬊のいずれにも見られる場合は③㸪動物細⬊と᳜物

細⬊のいずれにも見られない場合は④にマークしなさい。　 6 　 7 　 8 　 9

ａāⴥ⥳体 6

ｂā᰾ 7

ｃāミトコンドリア 8

ｄāࢦルジ体 9

問５āいろいろな細⬊や構造体などを小さいものから大きいものにならべた。ไຎでɄいもの

を㸪次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 10

① ழ　ங㓟⳦Ѝ㓝ẕЍアメーバ ൥

② ழ　ⴥ⥳体ЍチラコイドЍミドリムシ ൥

③ ழ　バクテリオフ࢓ージЍ大⭠⳦Ѝクラミドࣔナス ൥

④ ழ　インフルエンザ࢘イルスЍࣄトの赤血⌫Ѝࣄトの༸ ൥



− 73−　

第２問ā代ㅰに関する次の文章（ǝ・Ǟ）を読み㸪下の問い（問１～６）に答えなさい。

Ĭސຒྈਖ 11 ～ 19 ĭ

ǝā代ㅰはふつう㸪いくつもの連続した反応から成り立っており㸪㓝素のゐ፹作用により常 で

進行している。㓝素は㸪ゐ፹作用をもつタンパク㉁であり㸪㓝素が作用する物㉁を基㉁という。

㓝素には基㉁が結合する ア 部఩と呼ばれる部分があり㸪㓝素反応が起こるとき㸪基㉁が

㓝素の ア 部఩と結合して㓝素㸫基㉁」合体をつくる。 ア 部఩はᅛ有の立体構造をもっ

ており㸪この構造に㐺合する物㉁と結合する。このため㸪㓝素は特定の基㉁とのみ結合する。

㓝素のこの性㉁を イ という。

　また㸪体内の代ㅰは精密に制御されており㸪関連する㓝素による反応も様々なẁ㝵で調節

を受けている。そのうち㸪代ㅰの最終産物が㸪その代ㅰのึ期ẁ㝵の㓝素の活性を調節する

ことがある。このようなしくみを ࢘ 調節という。一方で㸪基㉁とよく似た立体構造をも

つ物㉁によって㸪㓝素の反応が㜼害されることがある。このような㜼害を エ 㜼害という。

問１ā上の文章中の ア ～ エ に入るものとして最も㐺当なものを㸪次の①～׻のうちから一つ

ずつ選びなさい。　ア 11 　イ 12 13 ࢘　 　エ 14

① ⿵㓝素 ② 選ᢥ的㏱過性 ③ 活性

④ アロステリック յ 極性 ն 基㉁特異性

շ ➇争的 ո 㠀➇争的 չ フィードバック

׻ ㌿෗



− 72−　

問２āタンパク㉁に関する記述として最も㐺当なものを㸪次の①～յのうちから一つ選びなさい。

15

① タンパク㉁は多数のアミࣀ㓟が水素結合と呼ばれる規๎的な様式で多数結合してできた

高分子である。

② ポリペプチド中に部分的にみられるらせん状の構造は一次構造と呼ばれる。

③ アミࣀ㓟の側鎖間がペプチド結合によって規๎的に結合した構造は஧次構造と呼ばれる。

④ グリコーゲンやセルロースは 1 つのポリペプチドが立体的に組み合わさって三次構造を

形成する。

յ ヘࣔグロビンは」数のポリペプチドが集合した四次構造をつくる。

問３ā㓝素の性㉁に関する記述（ａ～ｃ）のうち㸪正しいものをすべてྵむ組合せとして最も㐺

当なものを㸪次の①～շのうちから一つ選びなさい。　 16

ａā㓝素は細⬊内でも細⬊外でもはたらくことができる。

ｂā㓝素は pH の影響をほとんど受けない。

ｃā᰾では㸪㌿෗に関する㓝素が合成される。

① ａのみ ② ｂのみ ③ ｃのみ ④ ａとｂ յ ａとｃ

ն ｂとｃ շ ａとｂとｃ

次頁に続きます。
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問４ā体内ではたらく㓝素の性㉁に関する記述（ａ～ｃ）のうち㸪正しいものをすべてྵむ組合せ

として最も㐺当なものを㸪次の①～շのうちから一つ選びなさい。　 17

ａāアミラーࢮは㸪だᾮにྵまれるᾘ化㓝素で㸪デンプンを分解する。

ｂāコࣁク㓟⬺水素㓝素は㸪解⢾⣔ではたらく㓝素で㸪基㉁から水素を取り出す反応をゐ፹する。

ｃāカタラーࢮは㸪体内で生じた過㓟化水素を分解して水素を発生させる。

① ａのみ ② ｂのみ ③ ｃのみ ④ ａとｂ յ ａとｃ

ն ｂとｃ շ ａとｂとｃ
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Ǟā㓝素 X について㸪㓝素量を一定にして㸪ᐊ で pH 7.0㸪ある基㉁⃰度で反応させ㸪一定時間

ごとに生成物量を 定した結果㸪反応時間と生成物量の関係はూ１で示すグラフのように

なった。反応開始直後は㸪反応時間の経過とともに㸪生成物量は直線的に増加した（Ⅰの⠊

囲）。しかし㸪やがて生成物量の増加の⛬度はᚎ々に小さくなり（Ⅱの⠊囲）㸪ついには㸪生

成物量は増大せず㸪一定の್になった（Ⅲの⠊囲）。

　さらに㸪様々な基㉁⃰度で㸪基㉁⃰度以外同じ条件で反応させ一定時間ごとに生成物量を

 定した。基㉁⃰度を横㍈に㸪ూ１の オ の⠊囲で 定した反応㏿度を⦪㍈に㸪グラフを

作成した（ూ２）。これは㸪 オ の⠊囲だと㸪比㍑的㸪反応㏿度に影響を及ぼす原ᅉが少な

く㸪反応㏿度があまり変化しないためである。このとき㸪ూ２の反応㏿度は㸪 カ を表し

ている。

基㉁⃰度

反
応
速
度

ూ２ā㓝素Xの反応㏿度の基㉁⃰度౫Ꮡ性ూ１ā㓝素Xの反応時間と生成物量の関係

生
成
物
量

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

時間

問５ā上の文章中の オ 㸪 カ に入るものの組合せとして最も㐺当なものを㸪次の①～չのう

ちから一つ選びなさい。　 18

オ カ

① Ⅰ 1 分子の㓝素 X の基㉁との結合しやすさ（親和性）

② Ⅱ 1 分子の㓝素 X の基㉁との結合しやすさ（親和性）

③ Ⅲ 1 分子の㓝素 X の基㉁との結合しやすさ（親和性）

④ Ⅰ 1 分子の㓝素 X の分解⬟力

յ Ⅱ 1 分子の㓝素 X の分解⬟力

ն Ⅲ 1 分子の㓝素 X の分解⬟力

շ Ⅰ 㓝素−基㉁」合体の๭合

ո Ⅱ 㓝素−基㉁」合体の๭合

չ Ⅲ 㓝素−基㉁」合体の๭合
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問６ā反応ᾮに㸪物㉁ Y を加えて反応させ一定時間ごとに生成物量を 定した。基㉁⃰度を横

㍈に㸪反応㏿度を⦪㍈に㸪グラフを作成した。結果㸪ూ３のようになった。物㉁ Y に関する

記述として最も㐺当なものを㸪次の①～յのうちから一つ選びなさい。　 19

ూ３ā物㉁ Y 㠀ῧ加・ῧ加条件下での㓝素 X の反応㏿度の基㉁⃰度౫Ꮡ性

基㉁⃰度

物㉁ Y 㠀ῧ加

物㉁ Y ῧ加

反
応
速
度

① 物㉁ Y は基㉁とよく似た構造をもち㸪不可㏫的に ア 部఩に結合し㸪㓝素反応を㜼害

した。

② 物㉁ Y は基㉁とよく似た構造をもち㸪可㏫的に ア 部఩に結合し㸪㓝素反応を㜼害した。

③ 物㉁ Y は基㉁とは異なる構造をもち㸪不可㏫的に ア 部఩とは異なる఩置に結合し㸪

㓝素反応を㜼害した。

④ 物㉁ Y は基㉁とは異なる構造をもち㸪可㏫的に ア 部఩とは異なる఩置に結合し㸪㓝

素反応を㜼害した。

յ ూ３からは㸪物㉁ Y に関することはわからない。
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第３問ā生体㜵御とච␿に関する次の文章ǝを読み㸪下の問い（問１～６）に答えなさい。

Ĭސຒྈਖ 20 ～ 30 ĭ

ǝā生体㜵御は㸪外⏺からの異物の侵入を㜵ぐ物理的・化学的㜵御と㸪侵入した異物を᤼㝖する

ච␿に分けられる。さらにච␿は㸪 ア ච␿と イ ච␿に分けられる。物理的・化学的㜵

御をやぶって体内に侵入した異物は㸪生まれながらにしてもっている ア ච␿によって攻

撃・᤼㝖される。 ア ච␿で᤼㝖しきれなかった異物に対しては㸪 イ ච␿が対応する。

イ ච␿には㸪抗体をつくって異物を攻撃する ࢘ ච␿と㸪感染細⬊やがん細⬊などを直

᥋攻撃して᤼㝖する エ ච␿がある。

問１ā上の文章中の ア ～ エ に入る語句として最も㐺当なものを㸪次の①～յのうちから一つ

ずつ選びなさい。　ア 20 　イ 21 22 ࢘　 　エ 23

① 細⬊性 ② 自然 ③ 自ᕫ

④ 体ᾮ性 յ 㐺応（⋓得）

問２ā物理的・化学的㜵御に関するㄝ明としてไຎでɄいものを㸪次の①～④のうちから一つ選び

なさい。　 24

① からだをおおう⓶⭵は㸪異物の侵入をᢚえるのに役立っている。

② 気管やᾘ化管の⢓⭷から分Ἢされる⢓ᾮは㸪細⳦の侵入を㜵いでいる。

③ ờやᾦには㸪細⳦の繁Ṫを㜵ぐ㓝素がྵまれている。

④ NK（ナチࣗラルキラー）細⬊が異物を᤼㝖する。

次頁に続きます。
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問３ā イ ච␿に関するㄝ明として最も㐺当なものを㸪次の①～④のうちから一つ選びなさい。

25

① ᶞ状細⬊による抗原提示を受ける。

② 血小ᯈによって血ᾮをจᅛさせる。

③ マクロフ࢓ージのはたらきかけで⅖⑕が起こる。

④ 体内に侵入したすべての異物に対して㠀特異的にはたらく。

問４ā ࢘ ච␿に関する記述（ａ～ｃ）のうち㸪正しいものをすべてྵむ組合せとして最も㐺

当なものを㸪次の①～շのうちから一つ選びなさい。　 26

ａā抗体は㸪ච␿グロࣈリンというタンパク㉁であり㸪抗原抗体反応を起こし㸪抗原を᤼㝖する。

ｂāᶞ状細⬊から抗原提示を受けたヘルパー T 細⬊の刺激を受けた B 細⬊は㸪分化・増Ṫし

て形㉁細⬊となる。

ｃāᶞ状細⬊から抗原提示を受けたキラー T 細⬊は㸪࢘イルスや細⳦などの抗原が感染した

細⬊を᤼㝖する。

① ａのみ ② ｂのみ ③ ｃのみ ④ ａとｂ յ ａとｃ

ն ｂとｃ շ ａとｂとｃ
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問５ā下図はある動物に抗原を 2 回᥋✀し㸪血清中の抗体量の変化を調べたものである。1 回目

に抗原 X を᥋✀した後に㸪2 回目に抗原 X を᥋✀した場合㸪抗原 X と結合する抗体量の変化

は᭤線 オ であった。1 回目に抗原 X を᥋✀した後に㸪抗原 X とは異なる抗原 Y を 2 回目に

᥋✀した場合㸪抗原 X と結合する抗体量の変化は᭤線 カ であった。1 回目に抗原 X を᥋✀

した後に㸪抗原 X と抗原 Y を混ࡐたものを 2 回目に᥋✀した場合㸪抗原 X と結合する抗体量

の変化は᭤線 キ であった。 オ ～ キ に入る᭤線の␒号として㸪最も㐺当なものを図中

の①～④のうちから一つずつ選びなさい。ただし㸪同じものを繰り返し選んでも良い。

　オ 27 　カ 28 　キ 29

①

1 回目 2 回目
日数

抗
原
X
に
結
合
す
る
抗
体
量

（
相
対
値
）

②

③

④

問６ā抗原の✀類は無数にあるが㸪⬨᳝動物では㸪さまざまな抗原に対して特異的に反応する抗

体がつくられる。多✀類の抗体が産生される仕組みに関する記述として最も㐺当なものを㸪次

の①～④のうちから一つ選びなさい。　 30

① 抗原に対する抗体の✀類の数に相当する遺伝子の中から㸪抗原の侵入に応じて特定の遺伝

子を選ᢥ的に発現させることで㸪形㉁細⬊は多✀類の抗体を産生している。

② 遺伝子再編成の結果㸪ಶ々の形㉁細⬊が産生する抗体は 1 ✀類だが㸪㠀常に多くの✀類

の形㉁細⬊がᏑ在し㸪形㉁細⬊の集団として多✀類の抗体を産生している。

③ 抗原の侵入に応じた選ᢥ的スプライシングによって多様な mRNA を生成させることで㸪

形㉁細⬊は多✀類の抗体を産生している。

④ 抗原の侵入に応じて抗体を構成するポリペプチドの஧次構造や三次構造を変化させるこ

とで㸪形㉁細⬊は多✀類の抗体を産生している。
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第４問ā生態と環境に関する次の文章ǝを読み㸪下の問い（問１～５）に答えなさい。

Ĭސຒྈਖ 31 ～ 41 ĭ

ǝā一般に㸪一定の地域では同✀の生物が」数みられる。一定地域で生活する同✀の生物の集

団は ア と呼ばれる。生活空間や食物に制限がなければ ア の イ は増加する。これを

ア の ࢘ といい㸪その変化のようすを表したグラフを エ という。 ア の大きさは

単఩㠃積や単఩体積当たりの イ である オ で表される。 オ が高くなると資源をめぐ

るಶ体間の カ がはげしくなり㸪例えば㸪出生率の低下や死ஸ率の増加が起こる。このよ

うに オ の変化が㸪 ア の ࢘ やಶ体の生理的・形態的な性㉁に変化を生じさせること

を キ という。

トࢧࣀマバッタの例で知られているように オ に応じて同一✀の形態や行動に著しい㐪

いが生じることを ク という。 オ が高いときに出現する成虫を ケ 㸪 オ が低いと

きに出現する成虫を コ という。

問１ā上の文章中の ア ～ ࢘ に入るものとして最も㐺当なものを㸪次の①～׻のうちから一つ

ずつ選びなさい。　ア 31 　イ 32 33 ࢘　

① ✀数 ② ಶ体⩌ ③ 食物⥙

④ 生態⣔ յ 密度ຠ果 ն ಶ体数

շ 総生産量 ո ニッチ չ 成長

׻ 㑄⛣

問２ā上の文章中の エ 㸪 オ に入るものとして最も㐺当なものを㸪次の①～ոのうちから一つ

ずつ選びなさい。　エ 34 　オ 35

① ಶ体⩌密度 ② 成長᭤線 ③ 生Ꮡ᭤線

④ 資源利用᭤線 յ 総生産量 ն ✀数

շ ニッチ ո 生態ࣆラミッド
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問３ā上の文章中の カ 㸪 キ に入るものとして最も㐺当なものを㸪次の①～շのうちから一つ

ずつ選びなさい。　カ 36 　キ 37

① 相利ඹ生 ② ∦利ඹ生 ③ ✀間➇争

④ ✀内➇争 յ 近交ᙅ勢 ն 密度ຠ果

շ 最終収量一定の法๎

問４ā上の文章中の ク ～ コ に入るものとして最も㐺当なものを㸪次の①～׻のうちから一つ

ずつ選びなさい。　ク 38 　ケ 39 　コ 40

① 優占✀ ② 先駆✀ ③ Ꮨ節変動

④ 突然変異 յ キーストーン✀ ն Ꮩ⊂相

շ 極相 ո ⩌生相 չ 㑄⛣

׻ 相変異

問５ā ク に関する記述（ａ～ｃ）のうち㸪正しいものをすべてྵむ組合せとして最も㐺当な

ものを㸪次の①～շのうちから一つ選びなさい。　 41

ａā ケ は⛣動力が大きく集合性の強いಶ体であり㸪新しい生ᜥ環境を求めて⛣動するのに

有利な型だと考えられている。

ｂā ク は㸪降水量の年変動が大きくトࢧࣀマバッタの食物となる草の生育場所が大きく変

動する地域でみられることが多い。

ｃā コ は ケ に比べて体長に対して前⩟が長く後⫥が▷い傾向にある。

① ａのみ ② ｂのみ ③ ｃのみ ④ ａとｂ յ ａとｃ

ն ｂとｃ շ ａとｂとｃ

以上で問題は終わりです。
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冊  子  番  号

バイオ環境学部

工 学 部

経済経営学部
人 文 学 部
健康医療学部

２０２２年度

一般入ヨＢ日⛬
ヨ験問題

16

26

36

　日本史・世⏺史・物理・化学・生物の解答は㸪解答用⣬の解答欄にマークしなさい。

例えば㸪　　と表示のある問いに対して　　と解答する場合は㸪次の（例）のように解答番号

20の解答欄の　　にマークしなさい。

４㸬それぞれの学部・学⛉のヨ験⛉目は下表のとおりです。

５㸬ヨ験⛉目のページは㸪下表のとおりです。

経済経営学部

人文学部

೺ᗣ་⒪学部

バイオ環境学部

工学部

経済学⛉・経営学⛉

心理学⛉・歴史文化学⛉

┳護学⛉・言語⫈ぬ学⛉

೺ᗣスポーࢶ学⛉

バイオࢧイエンス学⛉

バイオ環境デザイン学⛉

食農学⛉

機械㟁気システム工学⛉

ヨ験⛉目（１⛉目選ᢥ）学　　　部

数学・日本史・世⏺史

数学・化学・生物

数学・日本史・世⏺史・化学・生物

物理・化学・生物

物理

学　　　⛉

数学

日本史

世⏺史

ペ　ー　ジ

　１ࠥ　７

　９ࠥ２７

２９ࠥ４２

ヨ験⛉目

物理

化学

生物

ペ　ー　ジ

４３ࠥ５２

５３ࠥ６８

６９ࠥ８１

ヨ験⛉目

７

８

６




